
 

    

 

 

 

 

 

                                            

                                               

 

 

 

 

 

 

雑誌譲渡会開催！！
 雑誌の譲渡会を 12 月 15 日(月)放課後に行います。全 4 誌のバックナンバー

を自由に持って帰ることができます。欲しい雑誌がある人は引き換え券を司書

から受け取ってください。譲渡会当日は券を持って図書館に来てください。券

がなくても雑誌を貰うことはできますが、順番は最後になります。 

 

【引換券配布期間・方法】 

期間：12/8(月)昼休み～12/12(金)昼休み 

場所：図書館にて配布 

【譲渡会】 

日時：12/15(月) 15:30 

場所：図書館 

 

 

  

 令和 7年 12月 3日 12月号 湖南高等学校図書館 

 Library News 本の福袋市開催 

12 月 3 日（水）から長期貸出を開始します。 

【 貸出冊数：無制限 】 

この機会にたくさんの本を読んでみてください。 

 

 

 

 

何が入っているか、袋を開けるまでワクワクする福袋。そんな福

袋が今年も図書館に登場！ 

今年度は先生方の好きな作家や思い出の本などをそれぞれ 2冊ず

つ包みました。袋の中に先生方からのメッセージカードがついてい

ます。本と一緒に楽しんでください。また、個人で持っている本を

快く貸してくださった先生もいます。背ラベルがない本は先生個人

の持ち物です。より一層丁寧に扱ってください。 

【貸出方法】福袋を借りる際の貸出方法は通常の貸出方法と異なり

ます。下記のように個人カードに記入をお願いします。 

  

 1－１５          № １ 

 
福袋テーマ 

 
①『校長先生』 
②『緑川先生』 
③『青木先生』 
④『入江先生』 
⑤『修一先生』 
⑥『森先生』 
⑦『熊田厚志先生』 
⑧『熊田直哉先生』 
⑨『面川先生』 
⑩『実和子先生』  
               

            

 

 

 

 

 

 
  

  

              湖南 太郎 

 

 

請求番号 

 

書 名 

貸出日 返却 

予定日 

  福袋① 12/13  

  福袋① 12/13  

    

    

    

    

 

長期貸出始まります 

裏面もあるよ 



 

『この本を盗む者は』深緑
ふかみどり

野分
の わ け

 

  曾祖父
ひいじいちゃん

が創設した巨大な書庫「御倉館
みくらかん

」を管理する

一家に生まれた主人公は、厳格で疑り深い祖母のせいで本が嫌いになってし

まった。ある日、御倉館の本が盗まれたことで主人公が住む街は本の世界に

飲み込まれてしまった。街を救うために主人公は犬の耳を持つ不思議な少女

と共に、本泥棒を追って本の世界を旅することに。 

劇場版アニメが今月公開予定。 

『爆弾』呉
くれ

勝
かつ

浩
ひろ

 

 些細な傷害事件で、ぱっとしない中年男性が署に連行された。男を舐めてい

た警察だが、男は取り調べ中に爆発事件を予言する。その

後、秋葉原の廃ビルが本当に爆破された。驚く警察をよそに

男はさらに「ここから三度、次は一時間後に爆発します」と

予告する。果たして警察は爆破を止めることができるのか。 

 2025 年 10 月公開。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

2025年司書が独断と偏見で選ぶ

 2025 年も早いものであと数週間となりました。年々読書数が減少し、

自分が本を読まなくなってきたことに寂しさを感じた 1 年でした。 

 2025 年に読んだ本で一番印象に残った本を紹介します。 

大賞 BOOK 

『世界 99 上下』 

村田
む ら た

沙耶
さ や

香
か

 集英社 

 

 今年読んだ本の中で、特に印象に残っている本はこれ！ 

毎年面白かった本２冊を紹介しているこのコーナーですが、今年は

『世界 99』が断トツ１位のため、1 冊だけの紹介になります。 

 『世界 99』は主人公が受ける被害や考え方はリアルな一方、唐突

に現れる謎の生物ピョコルンとラロロリン人をめぐる環境や思想は

SF。なかなか衝撃的な作品のため、安易に読むのはおすすめしませ

ん。司書がこれまで読んできた本では味わうことのなかった衝撃と、

いつまでも頭のなかに残る余韻は凄まじいものでした。 

  

原作小説あり〼 


